
 

令和４年度探究的な学習の在り方に関する研究推進地域事業の取組 

 

 

 

 

 

初めて,２２市町の推進リーダーが集まっての研修。出張は移動時間もかかって大変なこともありますが,

直接会って話をすることで得たものの方が多かったです。 

 さて，今年度の事業ですが…２年目は「実践と検証」の年。そして，キーワードは「本物の探究」。昨年

度後半から，奈須先生や藤本先生の講演等を聞くことで，児童生徒の求めを大切にしていくことや,先生が

あまり引っ張りすぎず児童生徒に少し任せてみることなど，なんとなく分かってきたような雰囲気になっ

ているかな？と感じました。 

  

今回の講演は早稲田大学 藤井千春教授でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

藤井先生のお話を聴いて，私たちが取り組んでいることは間違っていないんだと少し安心しました。 

  

 

５月９日 
 

第 1 回探究的な学習の在り方に関する研究推進地域連絡協議会(県) 

 

２年次 

「子どもが中心にいる探究とその構想」  

―「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けてー 

★ 

★ 

★ 

＜まとめ＞ 

・自分の言葉で語り,聞き合わさせる。 

・教師は,ファシリテーター,コーディネーター，サポーターとなる。 

・子どもの気もちを言わせてしっかり聞く。 

・子どもを育てることを目的とした校内研究とする。 

・子どもについて語り合える同僚性を構築する。 


